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第10回’

Grid－RPCと
データ・グリッド

、」’i∵1㍗1．、　一　1ト’’’於　’’’’L

　今回は．「Grid叩C」と「データ・グリッド」について紹介する由

　G耐冊Cは、手元のPCから、遠蠣地にある彗十口資測＝ジョブをリクエストする手順を定めたもので、

　グリッド・コンピューティングにおいて重要な投書屹果たす

　一方、データ・グリッドは、データの複製を広域に複数配置することで

　データ・アクセス時の負荷を分散させ、膨大な1のデータを葛遼に扱えるようにするサービスである咀

　廣安友之
　同志杜夫学工学黎知邊工学科助教授

　建部修見
　産賞技蘭請合研究所グヨ」・パ研究センター

計算資源にジョブを送る

Grid　RPC

　　　　　　　　　　　　　　グリッド・コンピューティングを行ううえで重要な役

　　　　　　　　　　　　　割を果たすものの1つに「GridRPC」がある。RPCと

　　　　　　　　　　　　　はRemote　Pro㏄d皿e　Ca11の賂で、ネットワークに接

　　　　　　　　　　　　　続きれた他の計算機にジョブをリクエストする手」頓を

　　　　　　　　　　　　　指す。このRPαま、UNIXの世界では広く普及して

　　　　　　　　　　　　　おり、Window昌にも実装されている。RPCは通常、

　　　　　　　　　　　　　ジョブを依頼するクライアントとジョブを処理するサー

　　　　　　　　　　　　　バから構成されるクライアント／サーバ型をとってい

　　　　　　　　　　　　　る。このRPCをグリッド・コンピューティングに拡張した

　　　　　　　　　　　　　のがGridRPCである。

　　　　　　　　　　　　　　GridPRCは、次のようなシーンで役立つ。あるユ

　　　　　　　　　　　　　ーザーが計算能力の低いノートPCを使って作業を

　　　　　　　　　　　　　していたとする。ところがある日、そのノートPCでは

　　　　　　　　　　　　　時間がかかりすぎて到底実行不可能なほど大量の

　　　　　　　　　　　　　計算処理をしなけれぱならなくなったとしよう。この

　　　　　　　　　　　　　ような場合に、GddRPCを用いれば、他の計算資

　　　　　　　　　　　　　源に必要なデータを送信して処理を実行し、その結

　　　　　　　　　　　　　栗を受け取るといったことが可能になる。

　　　　　　　　　　　　　　また、計算機のようなハードウェアだけでなく、ソフ

　　　　　　　　　　　　　トウェアもGrid冊Cの対象とすることができる。例え

　　　　　　　　　　　　　ば、ある高価なアプリケーションが必要となったとき

　　　　　　　　　　　　　に、そのアプリケーションを所有していなくても、その

　　　　　　　　　　　　　アプリケーションが稼働するサーバにGrid　RPCを利

　　　　　　　　　　　　　周してデータを送信して処理を実行し、その結果だ

　　　　　　　　　　　　　けを受け取るといった使い方も可能である。

肌二二亜岬…・1’。舳□胴

各国で開発されている

Grid　RPC

　現在、さまざまな団体がGhdRPCの研究開発を

行っている。主なものとしては、産業技術総合研究

所の「Nin，G」、米国テネシー大学の「NetSo1ve」、

豪州モナッシュ大学の「Nimf0d」、筑波犬学の

「Omn眠PC」などがある。

　各団体は、使いやすい一細工の提供、計算資源を

効率よく並列稼働させること、セキュリティ、リソース

管理、スケジューリング管理など、グリッド・サービスと

して提供しなければならない機能の実装を目指し

て開発を進めている。

　ただし、それぞれが独自にGrid　RPCの開発を行

っているため、APIの違いという問題も生じている。

そのため、グリッドの標準化を行っているGGF（洲〕

内のGridRPCワーキング・グループによってGrid

冊CのA円に関する提案が出されており、現在では

それに沿った実装が進めぢれている。

　Gid舵Cを利用した基本的なプログラムは、図1

のようになる。この図では、「mmω」という関数を利

用している。ご覧いただければわかるように、まず初

期化を行い、利用したい㎜ω関数を指定する、次

に、mmu欄数に必要な引数を指定し、Grid㎜C

による呼び出しを行って結果を得る。最後に終了

処理を行うという流れである。

注11GGF値1oh目1G祀Fo山［r〕とは，ク■」・が技術の国厩標垂在宅曲君た肋

　　の国腰会訓で、年呂回開催告れτL・る



Grid　RPCとデータ・グリッド

産業技術総合研究所の
Ninf－G

図110ridRPC壷便ったプログラムの胴

初期化

mmu1蘭撒を利用するための恥伽

　　　　次に、現在最も注目されているG柵RPCである

　　　N㎞トGとNetSolveの特徴を紹介しよう．

　　　　Ninf－Gの開発は、1994年に産業技術総合研究

　　　所で開始された。Ninf－Gの特徴は、利用者の認

　　　証・認可といったセキュリティ機能、計算資源の情

　　　報を検索する機能などを実装する際に、グリッドの

　　　基盤ソフトウェアであるGlobu昌’Too1脈を利用してい

　　　　ることだ。そのほか、通信時のオーバtヘッドを非常

　　　　に小さく抑えることに歳1功していることも特筆すべき

　　　点である。NinトGはすでに、500台規模のPCを用い

∫　　　た気象予測アプリケーションの稼働実験などで、成

　　　　果を挙げている、

grPo＿initializeloo耐ig＿iii司；

grpo＿仙［otion＿d目拍ult｛昌h日ndle，’’mmu■，’〕；

皿1mu1蘭籔の1苧己r日’し

g叩。＿o目11峰h帥d18，a，ool＿目，row＿宮，b，ool＿b．row＿b．o〕；

9－Po＿仙no竈。n＿doヨ市uot一品h目nd－6〕；

回rpo＿刊nal；z目O；

図2＝“EtSo■”8のO戚
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NgtSo1冊サーバ

米国テネシー大学の
NetSolve

　　　　続いて、米国テネシー大学で開発されている

　　　NetSo1veについて紹介しよう。前述のNinfGがシス

　　　　テム側からの視点で、ハードウェアの稼働効率を重

　　　視して開発されているのに対し、NetSolveはユーザ

　　　　一の呑1』便性を重視していることが特徴である。

　　　　NetSolveは図2に示すように、RPCの基本構成

　　　要素であるクライアントとサーバ以外に、工一ジェント

　　　　を設けている。工一ジェントは、サーバ情報の管理、

　　　簡単なスケジューリング、およびジョブ・マッチングを

一　　　行う役割を損う。

　　　　サーバにジョブの実行を依頼するクライアントは、

　　　　まず工一ジェントに問い合わせを行う。工一ジェント

　　　　は聞い合わせのあったジョブに最適なサーバを選

　　　　び、その所在をクライアントに通知する。クライアント

　　　　はその情報を基にサーバと通信を行い、サービスを

　　　　受ける。このような仕組みを実現するために、サー

　　　　パは対応しているサービスの内容を記述したファイ

　　　　ルを用’意L、サーバの起動時にそのファイルを工一

　　　　ジェントに送信する。

　　　　　工一ジュントを設置する刈ットは、サービスを提供

　　　　するサーバの所在をユーザーが知る必要がないと

　　　　いう点である．これは些細なことに思われるかもしれ

　　　　ないが、実際には非常に重要な仕組みである、な

　　　　　①サービス内容
　　　　　　蒜鐵状況

軋。
エージェント

③最適なサーバの情報

一ア．
　　　　　　　L＿＿■’

⑤ジ目ブの藷果

②ジョブの

④ジョブを依頼

榊刀
N目tSO1鴨クライア：’ト

ぜなら、実際にシステムを運用する場合は、サーバ

を用意する管理者とジョブを依頼するユーザーが異

なるからである。

　例えば、次のような場合を考えてみよう．あるアプ

リケーションをあるサーバで稼働させていたとする。そ

のサーバのメンテナンス時などは、一時的に別のサ

ーバでそのアプリケーションを稼働させなければなら

ない。そのような場合にサーバの管理者は、工一ジェ

ントに新しいサーバの情報を登録するだけで、各ユ

ーザーに変更を通知する必要はない。というのも、

口。t．1副因。川仰山…。・1・「

騒鰯1’一 ．．一

　　　出’　・．＝r　。



ユーザーは常に、アプリケーションが稼働しているサー

バの所在を工一ジェントに問い合わせるからだ。

　そのほかのNetSolveの特徴的な点としては、PC

上で稼働する「Mathma七。a」や「M呂tLab」といった

科学計算用のアフ■」ケーション上から、NetSolveサ

ーバを利用可能にしていることが挙げられる口また、
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲午＝TO閉Oにランクイン岬シア岬仰テム岬㈱
最新TOP500に見る　　　　　　　　　　シュ洲’’■■’　　　■　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1皇O
　スパコン最新トレンド　　　　　　　　　　　　　　一：．　　　　　　　　　　　　二鵜他

廣安知之　　　　　　　　1。。養蟄．・　　　　　・眈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日。

　世界中から寄せられたLi叩百。kB6nohmarkの結果を基
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oo　に、年2回のぺ一スでスパコンの上位500を発表している

　「TOP500SUPERCOMPUTER　SlTES」（h蜆p＝〃www．　　　　如

一〇p500．orO刀が今年6月、ランキングの更新を行った（豪＾〕。

　ここでは、同ランキングから見えてくる、HPCの最新トレンド　　’酎

　を紹介したい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

　まず一時簑すべき点は、35．86TFLOPSという記録で2002

年6月に1位に踊り出た地球シミュレータが5回連続で1位　　’L■　　’■’　’■’　■■■■■　　■■’’L■■

の座に君臨し続けていること㍑O年以上の歴史を持つ　の1以下というコンパクトなものとなると予想されている。

TOP500において、5回連続で1位を保持したスパコンはほ　　　次に注目したい点は、クラスタヘの移行が進んだことで

かに例がない。また、米国ローレンス・リバモア国立研究所　　ある。前回のランキングでは、クラスタは208システムであっ

の「Thund僅r」が新たに2位にランクインしたことも＝ユース　　たが、今回のラレギングでは291システムに増加し、初めて

であ乱このシステムは・lta［ium2プロセッサを41096個搭　　TOP500の半敷を超えた。日本勢からも、理化学研究所に

蘭し一9・94TFLOPSの性能を言己録してい砒はいえ・この鮎された富士通製のrRl・ENS。剛。。。i。。dC■、昌t。、」

値は、地球シミュレータが記録しだしjnpaOk目6nChm百rk値　　が7位に、産業技術総合研究所の3台の新しいクラヌタも

の約半分にすぎない。　　　　　　　　　　　　　　　　それぞれTOP500にランクインしている。

　ところで。この地球シミュレー蛇近い将来追い抜く存在と予　　　最後はアジアの動向である．図＾のグラフからもわかるよ

想されているのが、lBMが開発している「81u目Gene’L」という、　　うに、TOP500にランクインしている日本製スパコンの数は、

Pow目rPCぺ一スのプロセッサを搭載したスパコンであ乱同シ　　減少傾向にある。それに対して、中国勢はその数を増加さ

ステムは小さな筐体に非常に多くのCPUを搭載し・他のスバ　　せている．

コンに比べて動作電力が極めて小さいのが特徴である。この　　　中国製のスパコンとして初めて10位に入った「曙光

Blu畠G目爬糺のプロトタイプが・今回初めてTOP500に登場し・　4000＾」（本誌16ぺ一ジ参照〕を筆頭に、TOP500に今回ラ

4位｛11・68TFLOPS〕と8位（8・65TFLOPS〕に入っている・ンクインした中国製のスパコンは15システムに上っている。

B1岨Gene／uま、2005年にはローレンス・リバモア国立研究所　　この結果、中国は韓国の9システムを追い抜き，日本の34

に納品される予定だ。同システムが完成すると地球シミュレー　　システムに次ぐアジア2位の地位を確保した。この中国の

タをLinpaok目enohm目r持値で抜き去るだけでなく、地球シミュ　　勢いは止まらず、TOP500にランクインするシステム数で目

レーダの15分の1の消簑電力、システム全体のサイズも10分　　本が抜かれてしまうのは時間の問題かもしれない。

豪＾＝「TO閂OOSU咄COWuTE目Sl■ES」の脳トップ10　　　　　　　　　、

．泣所榊瞥　　　　　　　シュテム名　　■■■’■’’止・．■プ帥；サ虹■ξ煽ン’病轟τ〒。。Oト…j’■

1地酌ミュレー空ゴー帽本1　　　地酌ミュレータ　　　　’一，r・O　　舶．舶■珊、96L
三．コ■レ・’ユ’■ニギ＝｛三三二湘　　　丁1r一冊r　　　　　　一．O旦E　　　・畠．…．1．・！三　　』

○ロヌ’ サ姻立所鮒糊　　　　＾SOlO　　　　　　訂1王■■L■爬；百ノ星O．4目1⊥
　　■目い｛　　　　　　　　　目1・服岬・L11O□・｝フ　　昌棚　　　r・E呂、。・∵三ヨ…’■’■’■

＿ゾ国国立三ニハ■コノヒュー埜用研究所味国〕　T］明ヨ値［　　　　　　　　　　　星500　■■■　　　売1ノ｛5■　’■■■

二…■＝亡，量三≡三三㌧互互　　　・S引削昌1・帖榊　　　　／rr！　　　晒。＝；■⊥■

二＿！．　一’再　　　　　　　Ri咄S叩・一印餉冊Ol…1　！O岬　　　　目η！三‘
＿…」訓†皇　＿　　＿　　　　　目■・≡G冊1口□！■＝W，　　・ココ三　　　；韮r．…
目　パノフィ〃ノーユウエスト国立馴究所昧副　　　　M卵2　　　　　　　　　　　　　1、目36　　　　　　目60■1r6　　　■■一

」⊥王フ■■＝三三・一”■出国　　　離・口〔〔・　　　　　　！旺、　　　冊．；、　■
‡赤字で記しているのが今回がラレキレグ初畳邊のシステム
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Ex㏄1土にある行列を直接N巴tSolveサーバに送信

できるようにする仕組みも現在開発中である。

　今回取り上げた上言己2つのGridRPC以外にも、

すぐれた機能を備えたG白dRPCが存在する。今後、

各Gdd肥CがGGFで定められたAPIに準拠し、共

通のAP1で扱えるようになれば、よりいっそう計算機

資源の有効活用が進むだろう。

自然科学分野で必要とされた
データ・グリッド

　今回のもう1つのテーマである「データ・グリッド」と

いう言葉が初めて公の場で使われたのは、2000年

3月に米国サンディエゴで開催された第3回グリッド・

フォーラム（注2）でのことであった。スイスのジュネー

ブ郊外にある欧州合同素粒子原子核研究機構

（CERN〕で行われていた、LHC実験（注3）に関する

発表の中で、データ・グリ・ソトは提案されたのである。

　LHC実験では、毎年約10PB（ペタパイト11PBは

lOの15乗バイト）の測定データが生成され、数十カ

国、数千人規模の素粒子物理学者がデータの解

析を行っていた。この規模になると、もはや1カ所に

ストレージと計算機を集結させることは現実的では

ない。地域ごとに計算機センターを階層化した、デ

ータ解析を行う世界規模の仕組みが必要であり、

それを支えるITとしてグリッドの技術が切に望まれ

ている、という発表内容であった。

　当時、グリッドに関する研究は計算処理を行うこと

がメインであったが、この提案が契機となり、米国や

欧州では、データに関するグリッドの応用であるデー

タ・グリッドの犬型プロジェクトが一気に立ち上がった。

　データ・グリッドの利用シーンは、高エネルギー物

理学、天文学、重力波検出などの自然科学分野

が中心となる。というのも、これらの分野で利用され

ている実験装置、言予算機、可視化装置などは広域

に分散していることが多いからだ。そのため、大量

のデータを長題離間で高速に転送する技術や、広

域に分散された複製データを管理する技術の開発

が行われた。さらに、データ解析を行うためのテスト

ベ・ッドの構築や、開発されたソフトウェアを簡単にイ

ンストールするためのパッケージ化も進められた。

Grid　RPCとデータ・グリッド　．

データ・グリッドの

より広い応用を目指して

　2002年2月に加国トロントで開催された第4回

GGFで、OGSA（0pen　Grid　Se㎞c巴A＝cbi帖。t皿e〕

が発表された。OGSAは、Webサービス技術を基盤

とするサービヌ指向のグリッド・アーキテクチャであ

る。OGSAの登場により、インタフェースの記述が統

一され、グリッド技術の商用利用やビジネスーアプリ

ケーションでのグリッド活用の道が開かれた。

　また、同フォーラムでは、英国のe－Sci㎝ce　Project

を中心に、複数のデータベースをグリッドにより連係

させようとする試みについて議論された。

　このようにデータ・グリッドは、自然科学分野から

の必要に迫られて研究開発が始まったものであっ

たが、ビジネスでの利用に向けた研究開発も始まり、

現在に至っている。

データ・グリッドのソフトウェアと

国際標準化への取り組み

　データ・グリッド関連のソフトウェアとしては、オープ

ンソースのG1obusToo！㎞tや次節で紹介するグリッ

ドーデータファームなどがある。また、オラクルは、組織

内のクラスタ環境でグリッド・コンピューティングを実現

するRDBMS「Omcle　Datab昌。　lOg」を発表している。

　」方、データ・グリッドの国際標準化に関しては、

GGF内のGridFTP　WG，OGSA　Replication

Se㎡ces　WG，Databa昌e　A㏄ess　and　I口tegration

Se㎡㏄5WG，Grid　Filo　System　WG，G－d　High－

Po㎡om㎝ce　N榊。Tki㎎RGといったワーキング・

グループやリサーチ・グループで進められている。

■　‘
司

■コ

　コ

計算資源も有効活用する
グリッド・データファーム

ここで、データ・グリッドの1つの方向性として、高

注11グ■」ッド・フ＃一ラムとは．GGFの前身に当た君国躁会邊τ；十5回開催さ

　れた

珪O　l　LHOlL高唱e　Hヨ砒㎝Colrid研：超犬型素粒子加速鋤実強とは、物質

　に質■を与えると考えられてい看朱矩の素粒子『ヒ・，グユ粗手」の発見

　在目的とした真睦で，陽子荏7兆智子ポ1』トまで加速L、正面籔突させて

　いる
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園31広珀仮想ファイルシステム

ウライアント目倣国コ

ブ■イル・サーバ
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「「［二
ヲアイル・サーバ　　　　　　ラアイル・サーバ

広。伍邊フ■イルシステム

ネットワーウ

　　　　　　　　　　ファイルシステム

　　　　　　　　　　　ユトし一ジ

ファイルシステムとコトレージを疎合したものが広域伍鶉ファイルシステムで由る由それぞれの

ファイ」いサーバによりファイル共有が可能となる

画41グ■」ッド・データブフーム

クライアント＾：日本〕

灘燃［］＼鱗㍍
フソイル・サーバ　　　　　ジ目プ・サー’｛

広竈便邊フフイルシュテム
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。Pu　0Fu　oPu　．o剛　蝦

。Pu　蝪j　oP・　po群　o・u

OPu　　　CPU　　　CPu

暢1　0Pu

グリ州・デーウファームではユトレージだけでは在くOPuも利用す乳ファイルの竈かれて

いるFOでジョブ沖実行されるた苗、効率的在分冊並列処理が可能とをる

エネルギー加速機研究機構、東京工業大学、東京

大学が共同で研究を行っているグリッド・データファ

ームについて紹介しよう。

　グリッド・データファームは、複数の組織から成るグ

リッド環境において、高い信頼性を持つファイル共

有機能だけではなく、同時に高速データ処理も実

現することを目的としたデータ・グリッドである。広域

仮想ファイルシステムを実現するだけではなく、同時

に計算資源を提供する計算グリ・ソトの機能も備えて

いるところが、グリッド・データファームの特徴なのだ．

　広域仮想ファイルジヌテムは、グリリド・ファイルシ

ステムとも呼ばれ、広域に分散するストレージ・シス

テムの統合利用を可能にするファイルジヌテムであ

る。図3に、同ファイルジヌテムの概念図を示した。

ストレージ・シヌテムに格納されているファイルに対

し、その物理的な格納位置とは無関係に、仮想的

な階層ディレクトリを用いてアクセヌ可能としている。

同ファイルシステムは、プログラムの変更をすること

なくアプリケーションから利用可能である。また、町P

やscp（SecureCopy：SSHを用いたセキュアなファイ

ル転送機能）によるファイル共有、およびsambaによ

るWindowsからのフ7イル共有もサポートしている．

広域仮想ファイルシステムと
グリット・データファームの違い

　広域仮想ファイルシステムは、必要に応じてファ

イルを複製する仕組みを備えている。ファイルの複

製は利用者には意識されず、ファイル・アクセス時に

は、目的のファイルの数ある複製の中から、利用可

能な状態にあり、最も応答が速く、かつ、最もアクセ

スされていないファイルが自動的に選択される，こ

れにより、ヌトレージーシヌテムとしての耐故障性を高

めると同時に、なるべく近いファイル複製を選択す

ることで、ファイル・アクセスの集中を回避している。

　同ファイルシステムを利用するクライアントは、ネ・ソ

トワークを通じてファイルを格納するヌトレージからデ

ータを受け取ってから処理を行うことになる。ただし、

この仕組みの場合、大量のデータを処理しようとす

ると、いくら高速なネットワークを用意しても、データ

の転送にかかる時間がボトルネ・ソクとなり、パフォー

マンスの向上に限界があるという問題がある。

　一方、グリッド・データファjムでは、ストレージを提

供するPCがヨ寺つCPUも計算処理に利用すること

で、この問題の解決を図ろうとしている（図4）。つま

．り遠隔地のストレージに格納されているデータをクラ

イアントに転送するのではなく、データが格納されて

いるPC上でデータを処理しようというわけだ．いわ

ば、ファイルシステムのためのPCクラスタと、計算の

ためのPCクラスタを効率的に融合したものがグリリ

ド・データファームなのである。

　高速なデータ・アクセスが必要なデータ処理は、

二二二画。・叫…。・1“・肺・。閉・
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G冊RPCとデータ・グリッド

パッチ・ジョブの形で投入され、その計算処理は、

入力データが格納されているPCに割り当てられる．

これと同様のデータ処理を、あるまとまったデータの

集合に対して行うと、データが格納されている各PC

により、分散並列処理が行われることになる。

　このとき、頻繁に参照されるデータを格納してい

るPCでは負荷が高まるおそれがあるが、それを回避

するために、そのデータの複製を適宜負荷の低い

別のPC上に作成し、負荷の分散を図っている。ス

トレージを提供するPCとしては、一般的なデスクトッ

プPCやPCクラスタのノードを想定しており、ほとんど

利用されることの勾旧一カル・デ4ズクを有効に活

用することもできる。

グリッド・データファームの現状と

今後の展望

現在、グリッド・データファームを実現するためのグ

リッド基本ソフトウェアとして、「Gfarmver昌ion

l．O．3．1」（h杭p＝〃datafam．ap餉d．org／〕が公開され

ている．

　Gf肛mversion1は、大規模データ・コンピューティ

ングを想定して、POSIX標準（言語のインタフェース

を規定した仕様〕のファイル入出力APIのサブセット

を提供している。これにより、高速なデータ処理とい

う要求は満たしているが、その一方でファイル内容

の書き換えができないなどの制限を持っており、利

用できるアプリケーションが限られている。

　そのため、POSIXに完全準拠したGfamversion

2の実装が現在進められている。同ソフトウェアでは、

ファイルの更新やロック、ユーザー／グルーブごとの

アクセヌ権限の管理、不当なファイル操作の禁止と

いった機能が追加される．これにより、汎用的なア

プリケーションからグリッド・データファームを利用でき

るようになる。よって、ビジネスでのグリッド・データフ

ァームの活用も進むだろう。　　　　　　　0w

9PC．1－0P■CS2
HPC　AS1A2004で浮き彫りとなった

日本と中国の“勢いの差”

廣安知之

　今年7月20目から22日までの3日間、埼玉県の大宮ソ

ニックシティで「HPC＾Sl＾2004」｛h廿p：〃www．hpoo．jp∫

HPCAsi目2004∫〕が開催された。HPC＾Sl＾は、アジア各国

が持ち回りで主催国となり、約1日カ月に1度のぺ一スで開

催されている、スパコンに関する国際会≡曇で、日本での開

催は今回が初めてである、

　同会≡曇の主な内容は、基書眉講演、パネル・ディスカ・ル≡

ン、学術講演、ワークショップおよび展示会で、今回は国

内外から約300名のHPC関連の研究者、開発者、ベンダ

ーなどが参加した。轄に、展示会場では、日本初公開とな

ったlBMの「B山eGe［直凡」の計算ノードと新しいブレード・

サーバ、ミリコムの新しいスイッチ製品、筑波犬学力f研究し

ている省電力サーパなど興味深い製品が数多く展示され，

夫い‘こ’こぎわった。

　著者は、インドで開催された前回（第5回〕のHPCAS帖

には参加していないカ｛、第4回および第5回には参加した口

過去2回のHPOASl＾と今回とを上ヒベて強く感じたことは、

HPC分野での中国の躍進と日本の停滞である。

　アジアでは、各国の協力体制がいまだ確立されておらず、

HPCへの取り組みに関する各国の温度差も感じられる。特

に、犬型計算機センターの存在意義が問われ始めている

日本と、今後さらにHPCに力を入れていこうとしている中国

とでは、スバコンヘの取り組みに大きな差があるように思え

てならないのだ。

　確かに、NECの渡辺貞氏がスピーカーを務めたHPC

＾Sl＾2004の基調竈演やその他の学術講演では、依然と

して日本はすぐれたHPC技術を有しており、他のアジア各

国在毫弓1する立場にあることがアピールされた口しかしなが

ら、今後も日本がHPC分野でリードを保てるかというと、楽

観視していられる雰囲気ではないように思える．技術は有し

ているものの、それを活用する道筋が見えず、中国にも激

しく追い上げられている一。HPC分野に限って言えば’、こ

れが今、日本が置かれている状況ではなかろうか口

　話は変わるが、米国「フォーチュン」誌（http＝〃www．

fohu［筥、oo而＾o向u［eハが先ごろ発表した、年聞売上高の上

位500社のリスト1フォーチュン500〕を見ると、日本企業で

10位以内にランクインしているのはトヨタ自動車18位〕の

みである．しかも、ランクインしている日本企業の敷は年を

追うごとに減ってきている。それに対して、中国企業は年々

増え続け、今回は2003年の11社から15社に増加した。

　フォーチュン500やTOP500の■」スト、HPO　ASlA2004の

状況から、日本の抱える問題が見えてきたように思う。日本

は高い技術力を有していながら、それを将来に結び付ける

ことがなかなかできず．中国の台頭におびえているという構

図である。HPO分野に限らず、産業界全体として，こういっ

た問題を解決していかなければ、日本の未来は明るくない

のかもしれない。
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